漢語「効果」の成立についての考察 : 翻訳の影響と造語法を中心に by 鄒 文君 et al.
漢
語
「
効
果
」
の
成
立
に
つ
い
て
の
考
察
―
―
翻
訳
の
影
響
と
造
語
法
を
中
心
に
―
―
鄒
文
君
一
は
じ
め
に
1.1
辞
書
記
載
現
代
日
本
語
に
お
い
て
は
、
漢
語
「
効
果
」
が
（
１
）
あ
る
働
き
か
け
に
よ
っ
て
現
れ
る
よ
い
結
果
や
き
き
め
、（
２
）
演
劇
・
映
画
・
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
聴
覚
や
視
覚
に
訴
え
て
、
そ
の
場
面
に
情
趣
や
真
実
味
を
加
え
る
も
の
（
煙
を
出
し
た
り
雪
や
雨
を
降
ら
せ
た
り
、
そ
の
他
、
擬
音
、
照
明
な
ど
を
い
う
）、
ま
た
、
そ
の
担
当
者
、
と
の
意
で
常
用
さ
れ
て
い
る
。『
新
明
解
国
語
辞
典
』
で
は
、
三
四
三
九
語
の
重
（
１
）
要
語
に
も
選
定
さ
れ
て
お
り
、
日
常
の
言
語
生
活
で
欠
か
せ
な
い
語
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
効
果
」
用
例
が
い
ず
れ
も
明
治
時
代
以
降
の
も
の
、
と
り
わ
け
上
記
の
意
味
（
２
）
の
例
が
い
ず
れ
も
二
十
世
紀
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
比
較
的
古
い
出
典
と
し
て
、
一
八
八
六
年
に
成
立
し
た
藤
林
忠
良
・
加
太
邦
憲
編
『
仏
和
法
律
字
彙
』
に
「EFFET
.
K
ō
ka,D
ō
san
効
果
、
動
産
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
大
漢
和
辞
典
』
や
中
国
語
辞
典
の
『
漢
語
大
詞
典
』
に
お
い
て
も
「
効
果
」（
效
果
）
の
古
典
出
典
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
古
典
語
で
は
な
く
、
近
代
に
成
立
し
た
語
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
由
来
や
成
立
経
緯
、
い
か
に
重
要
語
と
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
注
目
し
て
み
た
い
。
1.2
先
行
研
究
佐
藤
亨
著
『
現
代
に
生
き
る
幕
末
・
明
治
初
期
漢
語
辞
典
』（
二
〇
〇
七
）
で
は
、「
効
果
」
は
明
治
十
年
代
か
ら
み
ら
れ
、
そ
れ
以
前
、
類
義
語
の
「
功
能
」（
効
能
）、「
効
験
」（
功
験
）、
和
語
の
「
き
き
め
」
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
比
較
的
古
い
用
例
と
し
て
、
森
有
礼
に
よ
る
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
十
月
十
日
東
京
学
士
会
院
例
会
講
演
「
身
体
ノ
能
力
」
の
「
固
ヨ
リ
博
識
ノ
理
学
ニ
頼
ラ
ザ
レ
バ
能
ク
効
果
ヲ
致
シ
得
ザ
ル
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、」
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と
取
り
上
げ
て
い
る
。
一
方
、
黄
河
清
著
『
近
現
代
辞
源
』（
二
〇
一
〇
）
で
は
、「
效
果
」（
効
果
）
の
近
代
中
国
語
と
し
て
の
比
較
的
古
い
出
典
と
し
て
、
厳
復
「
論
英
国
憲
政
両
権
未
嘗
分
立
」（
一
九
〇
六
）
の
「
雖
然
、
学
者
欲
明
此
一
哄
之
民
之
功
分
權
界
、
与
夫
于
一
国
所
生
之
効
果
、
理
想
繁
重
、
難
以
猝
明
。」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
語
と
比
べ
る
と
、
中
国
語
に
お
い
て
は
比
較
的
遅
い
時
代
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
、
日
本
語
か
ら
移
入
さ
れ
た
可
能
性
が
浮
上
す
る
。
ま
た
、
こ
の
『
近
現
代
辞
源
』
や
既
出
の
『
漢
語
大
詞
典
』
な
ど
の
意
味
記
載
に
よ
り
、「
効
果
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
日
中
同
様
で
、
日
本
語
由
来
の
可
能
性
が
高
い
。
1.3
研
究
方
法
上
記
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
効
果
」
が
明
治
初
期
に
現
れ
た
新
（
２
）
漢
語
で
、
し
か
も
日
本
人
に
よ
る
漢
語
の
造
語
、
す
な
わ
ち
和
製
漢
語
と
推
測
さ
れ
る
。
新
漢
語
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
幕
末
・
明
治
以
降
、
洋
学
の
翻
訳
よ
り
生
じ
た
も
の
が
多
い
こ
と
、
大
き
く
（
１
）
古
典
漢
語
（
漢
籍
語
や
仏
教
語
な
ど
）
か
ら
の
転
義
（「
革
命
」、「
文
化
」、「
文
明
」
な
ど
）、（
２
）
中
国
語
（
白
話
小
説
語
や
洋
学
資
料
の
訳
語
な
ど
）
の
借
用
（「
電
気
」、「
地
球
」、「
化
学
」
な
ど
）、
（
３
）
日
本
独
自
の
創
出
（「
郵
便
」、「
喜
劇
」、「
美
学
」
な
ど
）
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
、
す
で
に
多
数
の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
記
の
『
仏
和
法
律
字
彙
』
の
「EFFET
.
効
果
」
の
よ
う
に
、「
効
果
」
は
日
本
語
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
初
期
の
頃
に
訳
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
効
果
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
幕
末
以
降
の
英
和
辞
典
や
和
訳
洋
書
、
そ
の
他
、
先
行
の
英
華
字
典
な
ど
を
資
料
と
し
て
、
洋
学
の
翻
訳
か
ら
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
効
果
」
の
あ
ら
わ
れ
る
以
前
に
、
類
義
語
「
効
能
」
や
「
効
験
」
な
ど
が
あ
り
、「
効
果
」
の
造
出
の
動
機
を
把
握
す
る
に
は
、
そ
れ
ら
の
類
義
語
と
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
各
語
構
成
要
素
の
意
味
や
要
素
間
の
関
係
の
分
析
を
行
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
洋
学
資
料
の
考
察
や
語
構
成
の
分
析
を
通
し
て
、
漢
語
「
効
果
」
の
成
立
の
経
緯
を
徹
底
的
に
解
明
す
る
。
二
「
効
果
」
の
由
来
2.1
漢
籍
・
仏
典
に
お
い
て
「
效
果
」（
効
果
）
の
中
国
古
典
・
仏
典
の
記
載
状
況
に
つ
い
て
、
古
代
漢
語
語
料
庫（
北
京
大
学
中
国
語
言
学
研
究
中
心CenterforChinese
Linguis-
tics
PK
U
）、
漢
籍
全
文
資
料
庫
（
台
湾
中
央
研
究
院
）、
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
）な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て
再
確
認
す
る
と
、
辞
書
記
載
の
通
り
、
出
典
が
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、「
功
果
」
と
い
う
語
は
、
下
記
の
よ
う
に
、
仏
典
に
お
い
て
そ
の
記
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載
が
確
認
で
き
、
宋
代
以
降
の
古
典
に
お
い
て
も
見
ら
れ
て
い
る
。
意
味
上
、
「
現
在
、
ま
た
未
来
に
幸
福
を
も
た
ら
す
よ
い
行
い
。
ま
た
は
、
善
行
を
つ
ん
だ
報
い
」
を
表
す
仏
語
「
功
徳
」
と
共
通
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
（
３
）
い
る
。
（
一
）
彼
轉
輪
王
、
生
主
藏
寶
、
大
富
饒
財
、
多
有
功
果
。（『
起
世
因
本
經
』・
卷
二
）
（
二
）
今
當
略
說
法
、大
王
且
諦
聽
、受
持
我
所
說
、見
我
功
果
成（『
佛
所
行
讚
』・
卷
四
）
（
三
）
明
德
之
功
果
能
若
是
、
不
亦
善
乎
？
（『
朱
子
語
類
』・
大
學
四
或
問
上
・
經
一
章
）
（
四
）
今
日
半
塗
而
廢
、
不
曾
成
得
功
果
（『
西
遊
記
』・
二
十
七
）
（
五
）
不
修
功
果
、
到
明
日
死
後
、
披
毛
戴
角
還
不
起
。（『
金
瓶
梅
』・
七
十
三
）
ま
た
、
一
部
の
漢
文
で
書
か
れ
た
日
本
古
典
に
お
い
て
も
「
功
果
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
中
に
、「
無
其
功
果（
そ
の
功
果
な
し
）」（『
松
陰
私
語
』）
の
「
功
果
」
は
、
そ
の
意
味
が
比
較
的
に
現
代
語
の
「
効
果
」、「
結
果
」
に
近
い
。「
功
徳
。
報
い
」
の
意
よ
り
転
用
し
て
き
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
古
典
に
お
け
る
「
功
果
」
の
用
例
自
体
が
数
少
な
く
、
同
じ
意
の
用
例
が
ほ
か
に
見
当
た
ら
な
い
こ
と
に
よ
り
、
仏
語
的
存
在
に
止
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
語
彙
で
は
な
い
た
め
、
近
代
語
「
効
果
」
の
成
立
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
無
理
が
あ
る
。
（
六
）
惟
師
道
種
在
昔
。
功
果
于
今
。（〈
僧
夢
巌
〉『
旱
霖
集
』、
応
永
二
十
九
（
一
四
二
二
）
年
頃
）
（
七
）
雖
諸
一
揆
相
催
。
国
繁
愚
僧
相
談
廻
計
策
。
無
其
功
果
。（〈
僧
松
陰
〉『
松
陰
私
語
』、
永
正
六
（
一
五
〇
九
）
年
）
2.2
『
万
法
精
理
』
に
お
い
て
前
記
の
先
行
研
究
に
よ
る
と
、「
効
果
」
が
明
治
十
年
代
か
ら
み
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
考
察
で
は
明
治
十
年
代
以
前
の
用
例
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
成
立
し
た
翻
訳
書
『
万
法
精
理
』
に
お
い
て
「
効
果
」
が
語
と
し
て
題
名
か
ら
内
容
ま
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
『
万
法
精
理
』
は
、
一
七
四
八
年
に
出
版
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
思
想
家
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
著
書
『
法
の
精
神
』（
仏：
D
e
l’Espritdes
lois
）
の
英
（
４
）
訳
本
に
対
す
る
和
訳
で
あ
る
。
著
者
の
何
礼
之
（
一
八
四
〇
〜
一
九
二
三
）
は
長
崎
唐
通
事
の
出
身
で
、
の
ち
に
英
学
も
学
び
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
に
開
成
所
御
用
掛
と
な
り
、
四
年
に
岩
倉
遣
外
使
節
団
に
随
行
し
た
経
験
が
あ
る
。
帰
国
後
、
明
治
政
府
に
出
仕
し
、
翻
訳
事
務
に
携
わ
る
。『
万
法
精
理
』
は
彼
の
代
表
的
な
訳
書
で
も
あ
る
。
（
八
）
（
題
名
）
政
府
ノ
元
氣
ノ
善
悪
ニ
ヨ
リ
生
ス
ル
處
ノ
効
果
ヲ
論
ス
（『
万
法
精
理
』・
卷
八
・
第
十
一
回
）
N
aturaleffects
ofthe
goodness
and
corruption
ofthe
principles
of
governm
ent.
（T
ranslated
from
the
French
of
M
ontesquieu:T
he
spirit
of
law
s,4th
ed,
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Edinburgh
）
（
九
）
（
題
名
）
英
國
ノ
風
土
ヨ
リ
所
生
ノ
効
果
（『
万
法
精
理
』・
卷
十
四
・
第
十
三
回
）
Effectsarising
from
the
Clim
ate
ofEngland
（ibid.
）
（
一
〇
）
（
題
名
）
風
土
ノ
其
他
ノ
効
果
（『
万
法
精
理
』・
卷
十
四
・
第
十
四
回
）
O
therEffectsofthe
Clim
ate.
（ibid.
）
（
一
一
）
（
題
名
）
亜
細
亜
北
部
ノ
人
民
ト
欧
羅
巴
北
部
ノ
人
民
ト
ハ
齊
シ
ク
其
南
部
ヲ
征
服
セ
シ
モ
ノ
ト
雖
モ
其
効
果
ハ
甚
タ
相
反
ス
ル
コ
ト
ヲ
論
ス
（『
万
法
精
理
』・
卷
十
七
・
第
五
回
）
T
hat,
W
hen
the
People
In
the
N
orth
of
A
sia
and
T
hose
of
the
N
orth
of
Europe
M
ade
Conquests,the
Effectsofthe
ConquestW
ere
N
otthe
Sam
e.
（ibid.
）
（
一
二
）
（
題
名
）
新
タ
ニ
邦
土
ノ
肥

ヨ
リ
生
ス
ル
所
ノ
效
果
（『
万
法
精
理
』・
卷
十
八
・
第
四
回
）
N
ew
Effects
of
the
Barrenness
and
Fertility
of
Countries.
（ibid.
）
（
一
三
）
（
題
名
）
交
遊
ヲ
好
ム
氣
質
ノ
效
果
（『
万
法
精
理
』・
卷
十
九
・
第
八
回
）
Effectsofa
Sociable
T
em
per.
（ibid.
）
（
一
四
）
或
人
ノ
論
ニ
曰
ク
「
吾
人
仰
テ
視
俯
シ
テ
察
ス
ル
ニ
覆
載
間
萬
有
ノ
効
果
ア
ル
皆
造
化
無
心
ノ
氣
數
ニ
出
テ
サ
ル
ハ
ナ
シ
」
嗚
呼
妄
ナ
リ
ト
云
フ
可
シ
（『
万
法
精
理
』・
卷
一
・
第
一
回
）
T
hey
w
ho
assert,that
a
blind
fatality
produced
the
various
effects
w
e
behold
in
this
w
orld,
talk
very
absurdly
;
（ibid.
）
（
一
五
）
若
シ
君
主
此
特
権
ヲ
施
用
ス
ル
ニ
方
ヲ
謹
慎
明
察
ニ
シ
テ
濫
妄
ノ
絶
テ
ナ
キ
時
ハ
著
シ
キ
効
果
ヲ
生
シ
得
ベ
シ
（『
万
法
精
理
』・
卷
六
・
第
十
七
回
）
T
his
pow
er
w
hich
the
prince
has
of
pardoning,
exercised
w
ith
prudence,
is
capable
of
producing
adm
irable
effects.
（ibid.
）
（
一
六
）
之
ニ
反
シ
テ
元
氣
強
壮
ナ
ル
時
ハ
法
律
ノ
至
悪
ナ
ル
モ
ノ
モ
其
効
果
ハ
更
ニ
至
善
ナ
ル
モ
ノ
ニ
異
ナ
ラ
ス
（『
万
法
精
理
』・
卷
八
・
第
十
一
回
）
but,w
hen
the
principles
are
sound,even
bad
law
s
have
the
sam
e
effectasgood
;
（ibid.
）
『
万
法
精
理
』
の
英
語
（
５
）
原
著
で
確
認
す
る
と
、「
効
果
」（
效
果
）
は
、
主
に
英
語
「effect
（s
）」
の
対
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
し
、『
万
法
精
理
』
に
お
い
て
は
、「effect
（s
）」
の
訳
語
と
し
て
、「
効
果
」（
效
果
）
の
ほ
か
に
、「
効
験
」（
效

）
や
「
効
用
」
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
み
ら
れ
る
。
（
一
七
）
（
題
名
）
古
今
教
育
ノ
效

各
異
ナ
ル
事
（『
万
法
精
理
』・
卷
四
・
第
四
回
）
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D
ifference
Betw
een
the
Effects
of
A
ncient
and
M
odern
Education.
（ibid.
）
（
一
八
）
羅
馬
ノ
監
察
官
ヲ
置
キ
シ
ヤ
時
ト
シ
テ
ハ
…
驚
ク
ヘ
キ
効
験
ヲ
得
シ
ハ
吾
人
ノ
能
ク
知
ル
所
ナ
リ
（『
万
法
精
理
』・
卷
八
・
十
四
）
Every
one
know
s
the
w
onderful
effects
of
the
censorship
am
ong
the
Rom
ans.
（ibid.
）
（
一
九
）
乃
チ
羅
西
敦
人
の
嫉
妬
ヲ
和
シ
テ
其
効
用
ナ
カ
ラ
シ
乄
、（『
万
法
精
理
』・
卷
十
・
十
四
）
he
rendered
the
jealousy
ofthe
Lacedæ
m
onians
ofno
effect;
（ibid.
）
2.3
『
万
法
精
理
』
前
後
『
米
国
律
例：
一
名
通
報
撮
要
』（
一
八
七
一
）、『
政
治
略
原
』（
一
八
七
三
）、
『
世
渡
の
杖：
一
名
経
済
便
蒙
』（
一
八
七
四
）
な
ど
の
『
万
法
精
理
』
以
前
の
何
礼
之
の
訳
書
に
お
い
て
は
、「
効
果
」
の
用
例
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、『
万
法
精
理
』
よ
り
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
そ
れ
以
降
の
何
礼
之
の
訳
書
で
は
、
翌
年
（
一
八
七
六
年
）
に
成
立
し
た
『
民
法
論
綱
』
を
例
と
し
て
、「
効
果
」
が
引
き
続
き
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
英
語
（
６
）
原
書
に
よ
る
と
、「effect
」、「consequence
（s
）」
の
訳
語
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
書
で
は
、「consequence
」
の
訳
語
に
「
結
果
」
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
二
〇
）
一
切
法
律
ヲ
制
定
シ
能
ハ
サ
ル
ハ
必
至
ノ
効
果
ナ
リ
（『
民
法
論
綱
』
卷
一
・
第
三
回
）
by
a
necessary
train
of
consequences,alllegislation
w
ould
be
rendered
im
possible.
（Jerem
y
Bentham
,
Principlesofthe
CivilCode
）
（
二
一
）
財
富
ノ
部
分
ノ
康
福
上
ニ
於
テ
效
果
ヲ
判
定
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
ハ
、
先
ツ
其
境
遇
ヲ
三
等
ニ
分
チ
、
各
其
異
ナ
ル
處
ニ
就
テ
之
ヲ
論
ス
ヘ
シ
（『
民
法
論
綱
』
卷
一
・
）
In
order
to
judge
ofthe
effect
ofa
portion
ofw
ealth
upon
happiness,
it
m
ust
be
considered
in
three
differentstates.
（ibid.
）
（
二
二
）
是
レ
眼
前
ノ
結
果
ニ
シ
テ
數
ノ
最
モ
知
リ
易
キ
モ
ノ
ナ
リ
、
洵
ト
ニ
然
ラ
ハ
社
會
ノ
百
事
直
ニ
土
崩
瓦
解
ノ
勢
ヲ
為
シ
（『
民
法
論
綱
』
卷
一
・
第
三
回
）
the
certain
and
im
m
ediate
consequence
w
ould
be,
that
there
w
ould
soon
be
nothing
m
ore
to
divide.
Every
thing
w
ould
be
speedily
destroyed.
（ibid.
）
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2.4
「effect
」
に
つ
い
て
上
記
に
よ
っ
て
、「
効
果
」
は
、
明
治
初
期
よ
り
英
語
「effect
」
な
ど
の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。「effect
」
お
よ
び
「consequence
」
の
和
訳
に
つ
い
て
、
幕
末
・
明
治
時
代
の
代
表
的
な
英
和
辞
典
に
お
い
て
確
認
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
、「
効
果
」
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
類
義
語
の
「
効
験
」
が
「effect
」
の
訳
語
と
し
て
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
時
代
よ
り
収
録
さ
れ
て
お
り
、『
和
訳
英
辞
書
』
や
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
な
ど
に
お
い
て
は
「
シ
ル
シ
」
と
附
音
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、『
和
英
語
林
集
成
』
第
三
版
の
「effect
」
の
訳
語
に
「kōnō
」（
功
能
）
が
増
補
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
（
二
三
）
Effect,s.
効
験
、
功
績
、
続
キ
、
事
ノ
次
第
、
終
リ
Consequence,s.
關
係
、
続
キ
、
感
通
、
肝
要
、
大
切（『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』、
一
八
六
二
）
（
二
四
）
EFFECT
,v.T
ogeru;jōju
szru;dekiru.
CO
N
SEQ
U
EN
CE,A
to
;daiji;taisetsz.
（『
和
英
語
林
集
成
』
初
版
、
一
八
六
七
）
（
二
五
）
Effect,s.
効
験（
シ
ル
シ
）、
功
績（
イ
サ
ヲ
シ
）、
続（
ツ
ヽ
）
キ
（
事
ノ
次
第
）
終
（
ヲ
ワ
）
リ
、
業
（
ワ
ザ
）、
實
（
ジ
ツ
）
Consequence,s.
關
係
（
ク
ワ
ン
ケ
イ
）、
続
キ
、
感
通
（
カ
ン
ツ
ウ
）、
肝
要
（
カ
ン
ヨ
ウ
）
（『
和
訳
英
辞
書
（
薩
摩
辞
書
）』、
一
八
六
九
）
（
二
六
）
EFFECT
,n.Sei,yue,w
aza,shoi;kiki,shirushi.
CO
N
SEQ
U
EN
CE,n.Y
ue.
（『
和
英
語
林
集
成
』
再
版
、
一
八
七
二
）
（
二
七
）
Effect,n.
成
就
（
ジ
ャ
ウ
ジ
ュ
）、
功
績
（
イ
サ
ホ
シ
）、
成
果
（
ナ
リ
ハ
テ
）、
效
験
（
シ
ル
シ
）、
関
係
（
ク
ハ
ン
ケ
イ
）、
利
益
（
リ
エ
キ
）、
意
思
（
オ
モ
ヒ
）、
事
實
（
ジ
ヾ
ツ
）
Consequence,n.
關
係
（
ク
ハ
ン
ケ
イ
）、
效
験
（
シ
ル
シ
）、
結
局
（
ツ
ヾ
マ
リ
）、
迹
（
ア
ト
）、
緊
要
（
キ
ン
ヨ
ウ
）、
利
益
（
リ
エ
キ
）、
感
動
（
カ
ン
ド
ウ
）（『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』、
一
八
七
三
）
（
二
八
）
Effect
結
果
、
應
報
、
効
験
、
果
報
Consequence
干
係
、
後
件
、
餘
波
、
影
響
（『
哲
学
字
彙
』、
一
八
八
一
）
（
二
九
）
EFFECT
,n.Sei,yue,w
aza,shoi;kiki,shirushi,kekkw
a,
kōnō,dekibai.
CO
N
SEQ
U
EN
CE,
n.
Y
ue,
eikyō,
kekkw
a,
kw
ankei.
（『
改
訂
増
補
和
英
英
和
語
林
集
成
』（
第
三
版
）、
一
八
八
六
）
（
三
〇
）
Effect,n.
成
就
（
ジ
ャ
ウ
ジ
ュ
）、
功
績
（
イ
サ
ホ
シ
）、
成
果
（
ナ
リ
ハ
テ
）、
效
験
（
シ
ル
シ
）、
関
係
（
ク
ハ
ン
ケ
イ
）、
利
益
（
リ
エ
キ
）、
意
思
（
オ
モ
ヒ
）、
事
實
（
ジ
ヾ
ツ
）
Consequence,n.
關
係
（
ク
ハ
ン
ケ
イ
）、
效
験
（
シ
ル
シ
）、
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結
局
（
ツ
ヾ
マ
リ
）、
迹
（
ア
ト
）、
緊
要
（
キ
ン
ヨ
ウ
）、
利
益
（
リ
エ
キ
）、
感
動
（
カ
ン
ド
ウ
）、
餘
波
（
ヨ
ハ
）、
影
響
（
エ
イ
キ
ヨ
）、
後
件
（『
増
補
訂
正
図
解
英
和
字
彙
』、
一
八
八
七
）
（
三
一
）
Effect,n.
果
、
結
果
、
効
験
、
應
験
、
感
覚
、
感
動
；
力
、
勢
；
主
意
Consequence,n.
結
果
、
効
験
、
後
事
、
後
件
、
餘
事
、
餘
波
、
影
響
；
〔
論
〕
推
断
；
関
係
、
因
果
。（『
附
音
插
図
和
訳
英
字
彙
』、
一
八
八
八
）
ま
た
、「
効
果
」（
效
果
）の
英
和
辞
典
登
録
に
つ
い
て
は
、
大
正
以
降
の『
井
上
英
和
大
辞
典
』
が
比
較
的
早
か
っ
た
。
そ
の
時
代
、「
効
果
」
が
日
本
語
に
現
れ
て
以
来
、
四
十
年
も
過
ぎ
た
の
で
あ
る
。
（
三
二
）
effect,
n.
㊀
結
果
、
成
果
、
效
果
。
㊁
有
効
、
き
き
め
、
效
力
、
效
験
、
實
效
、
效
能
。
㊂
外
観
、
外
見
、
見
映〔
ミ
バ
エ
〕、
映
〔
ハ
エ
〕。
㊃
畫
面
効
果
。
㊄
﹇pl.
﹈
動
産
、
財
産
、
所
有
品
。
㊅
観
者
、
聴
者
等
に
興
へ
る
印
象
、
人
に
及
ぼ
す
感
動
。
㊆
主
旨
、
趣
意
、
意
味
。
㊇
実
行
、
遂
行
、
成
就
。
㊈
事
実
、
実
際
。（『
井
上
英
和
大
辞
典
』、
一
九
一
五
）
さ
ら
に
、
日
本
の
英
学
に
影
響
を
与
え
た
十
九
世
紀
の
英
華
字
典
の
記
載
を
確
認
す
る
と
、
す
で
に
『
モ
リ
ソ
ン
英
華
字
典
』
の
時
代
に
は
「（
因
果
の
）
果
」
と
、『
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
英
華
字
典
』
の
時
代
に
は
「
結
果
」、「
効
験
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
依
然
と
し
て
「
効
果
」
が
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
効
果
」
に
つ
い
て
は
、
英
華
字
典
な
ど
の
中
国
語
訳
語
由
来
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
に
対
し
て
、
和
製
漢
語
説
が
有
力
で
あ
る
。
（
三
三
）
EFFECT
,consequence
and
a
cause,
因
果.
U
npleas-
ant
effects;serious
consequences,
有
關
係.（『
モ
リ
ソ
ン
英
華
字
典
』、
一
八
二
二
）
（
三
四
）
EFFECT
,that
w
hich
is
produced
by
a
cause,
結
果
、
因
果.
result,
效
驗
、
靈
驗
、
實.
consequences,
関
係.
（『
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
英
華
字
典
』、
一
八
四
七
〜
四
八
）
（
三
五
）
Effect,that
w
hich
is
produced
by
an
agent
or
cause,
result,
果
、
果
實
、
靈
效
、靈
驗
、效
驗
、應
驗
、徴
驗.
cause
and
effect,
因
果.
consequence,
關
係.
（『
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
英
華
字
典
』、
一
八
六
九
）
な
お
、
英
華
字
典
に
お
け
る
「
効
果
」
の
古
い
収
録
と
し
て
、
二
十
世
紀
以
降
の
『〈
顏
惠
慶
〉
英
華
大
辭
典
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
下
記
の
よ
う
に
、「consequence
」
や
「energy
」
の
訳
語
に
「
效
果
」
が
あ
り
、「effect
」
の
訳
語
に
語
順
を
変
え
た
「
果
效
」
が
み
ら
れ
る
。
二
十
世
紀
の
英
華
辞
典
は
日
本
の
英
和
辞
書
を
参
照
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
（
７
）
い
る
が
、「
効
果
」
の
収
録
に
つ
い
て
は
日
本
の
英
和
辞
書
よ
り
も
先
行
し
て
い
る
。
（
三
六
）
Consequence,n.3.T
hat
w
hich
follow
s,
果,
結
果；
effect,
效
驗；
as,recklessofconsequence,
不
顧
效
果；
Energy,
n.
2.
Pow
er
exerted,
奮
力；
vigorous
operation
、
強
力；
efficacy,
效
果,
功
力；
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Effect,n.1.T
hat
w
hich
is
produced
by
an
agent
or
cause,
果,
功
效,
結
果；
consequence,
果
效；
as,cause
and
effect,
因
果；
chem
icaleffect,
化
學
功
效；
（『〈
顏
惠
慶
〉
英
華
大
辭
典
』、
一
九
〇
八
）
2.5
「
効
・
果
効
」
と
「effet
」
一
八
八
〇
年
代
初
頭
に
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
解
説
書
で
あ
る
『
佛
國
民
法
覆
義
』
を
代
表
と
し
て
、「
効
果
」
の
反
転
語
に
あ
た
る
「
果
効
」
の
使
用
が
み
ら
れ
る
（
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
出
典
で
は
、
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
が
示
さ
れ
て
い
る
。
（
三
七
）
約
束
ノ
果
効
（
エ
フ
ェ
ー
）
ハ
即
チ
或
ハ
義
務
ヲ
醸
生
シ
或
ハ
義
務
ヲ
消
滅
シ
或
ハ
義
務
ヲ
更
改
シ
或
ハ
所
有
権
ヲ
移
轉
ス
ル
等
是
ナ
リ
義
務
ノ
果
効
ハ
其
義
務
ア
ル
ヲ
以
テ
發
生
セ
シ
ム
ル
法
律
上
ノ
結
果
ナ
リ
（〈
黒
川
誠
一
郎
訳
〉『
佛
國
民
法
覆
義
』
第
二
帙
・
第
三
卷
・
第
三
章
、
一
八
八
二
）
ま
ず
、「（
義
務
ノ
）
果
効
」
の
意
味
に
つ
い
て
、「（
其
義
務
ア
ル
ヲ
以
テ
發
生
セ
シ
ム
ル
法
律
上
ノ
）
結
果
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
「
結
果
」
の
意
、
お
よ
び
「
効
果
・
果
効
」
の
成
立
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
詳
論
す
る
。
次
に
、
付
け
ら
れ
た
ル
ビ
（「
エ
フ
ェ
ー
」）
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
語
「effet
」
の
訳
語
で
あ
り
、
前
掲
の
『
仏
和
法
律
字
彙
』
の
記
載
と
合
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
三
章
の
題
名
「
義
務
ノ
果
効
」
に
つ
い
て
、「
法
典
ノ
此
章
ニ
於
テ
登
録
ス
ル
者
ハ
則
チ
義
務
ノ
効
及
ヒ
約
束
ノ
効
（
８
）
ナ
リ
」、「
今
其
語
用
ノ
穩
當
ヲ
期
ス
ル
時
ハ
義
務
及
ヒ
約
束
ノ
果
効
ト
謂
フ
可
シ
」
と
あ
り
、「
果
効
」
は
民
法
典
の
「
効
」
に
相
当
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
同
じ
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
解
説
書
と
し
て
、
先
行
の『
佛
國
民
法
覆
義
』（
一
八
七
五
）で
は
、「effet
（「
エ
フ
ヘ
ー
」）」
を
「
効
（
シ
ル
シ
）」
と
し
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
た
。「
効
」
と
「
果
効
」
は
、「effet
」
の
新
旧
訳
語
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
（
三
八
）
法
典
ノ
此
章
ニ
於
テ
登
録
ス
ル
者
ハ
則
チ
義
務
ノ
効
及
ヒ
約
束
ノ
効
ナ
リ
。
故
ニ
章
題
ニ
義
務
ノ
果
効
ト
有
ル
ハ
全
ク
過
誤
ニ
シ
テ
今
其
語
用
ノ
穩
當
ヲ
期
ス
ル
時
ハ
義
務
及
ヒ
約
束
ノ
果
効
ト
謂
フ
可
シ
。（〈
黒
川
誠
一
郎
訳
〉『
佛
國
民
法
覆
義
』
第
二
帙
・
第
三
卷
・
第
三
章
、
一
八
八
二
）
（
三
九
）
第
二
欵
失
踪
者
ニ
属
ス
事
ア
ル
可
キ
権
利
ニ
付
テ
、
失
踪
ノ
効
（
シ
ル
シ
）。
効
（
エ
フ
ヘ
ー
）
ソ
レ
ヲ
本
ト
シ
テ
生
シ
タ
ル
ヲ
云
フ
（〈
中
金
正
衡
・
桜
井
精
〉『
仏
蘭
西
法
律
民
法
略
解
』
巻
之
一
、
一
八
七
五
）
な
お
、
そ
れ
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
法
律
関
係
の
訳
書
に
お
い
て
は
、「effet
」
を
「
効
果
」
と
し
て
い
る
の
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。
（
四
〇
）
（
題
名
）
責
任
ノ
効
果
ニ
関
シ
テ
前
数
章
ニ
論
定
シ
タ
ル
所
ノ
結
局
ヲ
論
ス
（〈
大
塚
成
吉
訳
〉『
宰
相
責
任
論
』・
十
三
、
一
八
八
三
）
Résultats
des
D
ispositions
précédentes,relativem
ent
aux
effets
de
la
Responsabilité
（Benjam
in
Constant,
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D
e
la
responsabilité
des
m
inistres,
Chapitre
X
III,
1815.
）
（
四
一
）
（
第
三
百
十
三
項
）
民
法
第
千
三
百
八
十
四
條
ニ
於
テ
、
責
任
ノ
效
果
一
定
セ
リ
、
…
（『
仏
国
損
害
賠
償
法
原
義
』
下
編
・
一
・
四
「
責
任
ノ
効
果
」、
一
八
八
三
）
L’article
1384
déterm
ine
l’effetde
la
responsabilité:
…
（François
Laurent,
Principes
de
droit
civilfrançais,
V
ol20,T
itre
IV
,Chapiter
III,Section
I,IV
.Effetde
la
responsabilité,1878.
）
「effet
」
に
つ
い
て
は
、M
.N
ugent
の
仏
英
（
９
）
辞
典
に
は
「Effet,effect
」、
「Effect,
effet
」
と
あ
り
、
英
語
「effect
」
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。「effet
」
を
「
効
果
」、「
果
効
」
と
し
て
い
る
の
は
、
先
行
し
た
「effect
」
の
和
訳
「
効
果
」
を
参
考
と
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
2.6
普
及
と
定
着
一
八
八
〇
年
代
で
は
、「
効
果
」
は
、
法
律
関
係
の
ほ
か
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
登
場
し
普
及
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
訳
書
に
限
ら
ず
一
般
の
著
作
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
（
四
二
）
語
ヲ
易
ヘ
テ
之
ヲ
言
ヘ
ハ
契
約
ノ
効
果
ハ
契
約
者
雙
方
ノ
者
ニ
止
マ
ル
ト
謂
フ
ヘ
キ
ナ
リ
、（〈
合
川
正
道
述
〉『
英
米
契
約
法
講
義
』・
五
「
契
約
ノ
効
果
ヲ
受
ク
ル
者
」、
一
八
八
三
）
（
四
三
）
（
題
名
）
証
ノ
提
出
、
及
効
果
（〈
岸
小
三
郎
訳
〉『
斯
丁
文
氏
英
國
證
據
法
』
三
、
一
八
八
四
）
Production
and
effectofevidence.（Jam
es
F
Stephen.
A
digestofthe
law
ofevidence,PartIII.1878.
）
（
四
四
）
（
題
名
）
液
体
上
ニ
於
ケ
ル
重
力
及
ビ
壓
力
ノ
効
果
（〈
櫻
井
房
記
訳
〉『
小
物
理
學
書
』
卷
一
・
二
、
一
八
八
五
）
（
四
五
）
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
神
ヲ
以
テ
純
一
無
對
ノ
靈
物
ト
為
ス
ハ
蓋
シ
原
因
効
果
ノ
二
語
ニ
係
リ
意
義
ヲ
混
淆
シ
テ
分
別
ス
ル
無
キ
由
リ
テ
然
リ
（〈
中
江
兆
民
〉『
理
学
鉤
玄
』、
一
八
八
六
）
（
四
六
）
（
題
名
）
筋
肉
系
統
ニ
於
ル
体
操
ノ
効
果
ヲ
論
ズ
（〈
星
野
久
成
〉
『
体
操
原
理
』・
七
、
一
八
八
七
）
そ
し
て
、
一
八
九
〇
年
代
に
は
、
新
聞
記
事
や
雑
誌
に
も
現
れ
て
い
る
。
新
聞
記
事
で
は
、「
か
う
く
わ
」
の
よ
う
な
音
読
を
示
す
ル
ビ
が
振
ら
れ
た
の
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
表
記
に
つ
い
て
は
、「
効
果
」
が
一
般
的
で
、
ほ
か
に
「
好
果
」
や
「
功
果
」
も
見
ら
れ
る
。
従
来
の
仏
語
を
意
識
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
新
漢
語
で
あ
る
た
め
、
そ
の
表
記
が
ま
だ
完
全
に
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
（
四
七
）
文
學
の
効
果
ハ
之
を
速
時
に
見
る
能
は
ず
、（「（
社
説
）
文
學
と
貴
族
富
豪
及
び
宗
教
家
」、「
朝
日
新
聞
」
一
八
九
二
年
八
月
九
日
朝
刊
）
（
四
八
）
新
官
制
ハ
好
果
（
か
う
く
わ
）
を
生
・
べ
き
や
（「
読
売
新
聞
」
一
八
九
一
年
七
月
十
三
日
朝
刊
）
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（
四
九
）
（
題
名
）
風
俗
取
締
の
効
果
（
か
う
く
わ
）
如
何
（「
読
売
新
聞
」
一
八
九
一
年
七
月
二
十
六
日
朝
刊
）
（
五
〇
）
誰
れ
か
農
業
改
良
を
以
て
効
果
多
か
ら
ず
と
な
す
か
、
但
だ
其
効
果
の
或
は
顯
著
な
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
、
人
往
々
之
れ
に
注
意
せ
ざ
る
の
み
、
其
効
果
の
顯
著
な
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
、（〈
矢
部
規
矩
治
〉「
農
業
」、
雑
誌
『
太
陽
』
一
八
九
五
年
〇
一
号
）
（
五
一
）
す
ぐ
に
藥
に
の
み
因
ら
ず
、
左
の
法
に
從
は
ゞ
一
二
ヶ
月
の
後
必
ず
効
果
あ
り
。（〈
修
美
生
〉「
容
儀
雜
則
」、
雑
誌
『
太
陽
』
一
八
九
五
年
〇
三
号
）
（
五
二
）
本
會
の
功
果
は
東
京
大
阪
横
濱
神
戸
長
崎
函
舘
に
本
所
及
出
張
所
を
置
き
年
々
幾
千
百
の
海
員
を
擔
保
を
以
て
各
船
に
媒
介
し
又
は
寄
宿
所
講
習
所
を
設
て
彼
等
を
養
成
し
且
船
長
運
轉
手
機
關
手
を
教
授
し
て
數
百
名
を
受
驗
及
第
せ
し
め
た
り
其
詳
細
の
數
字
は
本
會
歴
年
の
報
告
に
照
し
て
明
瞭
な
り
（「
社
交
案
内
」、
雑
誌
『
太
陽
』
一
八
九
五
年
〇
七
号
）
な
お
、
近
代
的
国
語
辞
典
に
お
け
る
「
効
果
」
の
登
録
に
つ
い
て
は
、『
辞
林
』（
一
九
〇
七
）
が
比
較
的
早
か
っ
た
。「
効
果
」
は
、
日
本
語
と
し
て
二
十
世
紀
初
頭
に
完
全
に
定
着
し
た
と
み
ら
れ
る
。
（
五
三
）
か
う‐
く
わ
﹇
効
果
﹈（
名
）
㊀
で
き
あ
が
り
。
・
あ
げ
。
㊁
き
ヽ
め
。
・
る
し
。
㊂
て
が
ら
。
い
さ
を
。（『
辞
林
』、
一
九
〇
七
）
三
「
効
果
」
の
造
語
3.1
時
代
背
景
漢
語
「
効
果
」
は
、
明
治
初
期
に
「effect
」
な
ど
の
西
洋
概
念
に
当
て
る
た
め
に
新
し
く
造
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
成
立
の
明
治
時
代
は
、
日
本
語
に
お
け
る
漢
語
が
急
増
し
た
時
代
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
幕
末
の
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』、『
和
英
語
林
集
成
』
初
版
に
比
べ
、
わ
ず
か
二
〇
年
後
に
出
た
『
附
音
插
図
和
訳
英
字
彙
』
で
は
、
和
語
と
漢
語
の
比
率
が
逆
転
し
て
い
て
、
そ
し
て
、
漢
語
の
う
ち
、
旧
漢
語
よ
り
新
漢
語
の
方
が
多
く
な
っ
て
（
１０
）
い
る
。
明
治
に
入
っ
て
、
西
洋
由
来
の
新
概
念
に
当
て
る
に
は
、
古
臭
い
言
葉
よ
り
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
語
の
方
が
好
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
効
果
」
の
よ
う
な
新
漢
語
の
急
増
の
原
因
で
も
あ
る
。
ま
た
、
新
漢
語
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
前
記
で
古
典
語
の
転
用
、
近
代
中
国
語
の
借
用
、
造
語
に
分
類
さ
れ
た
と
言
及
し
て
い
て
、「effect
」
の
訳
語
と
し
て
「
効
果
」
の
前
に
あ
っ
た
「
効
験
」
や
「
結
果
」
は
、
転
用
、
借
用
の
造
語
法
に
該
当
す
る
。
そ
の
上
で
新
造
さ
れ
た
「
効
果
」
に
つ
て
は
、
そ
の
造
語
理
由
の
解
明
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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3.2
語
素
「
効
」
と
「
果
」
「
効
」（
效
）
に
つ
い
て
は
、『
説
文
解
字
』
に
は
「
象
（
か
た
ど
る
）
也
」
と
あ
り
、『
広
韻
』
に
は
「
具
（
そ
な
ふ
）
也
、
學
（
な
ら
ふ
）
也
、
象
（
か
た
ど
る
）
也
、
又
効
力
、
効
験
也
」
と
あ
り
、
原
義
は
動
詞
で
手
本
に
従
い
な
ら
う
意
で
あ
る
。
の
ち
に
、「
か
た
ど
る
」
の
意
よ
り
「
あ
ら
わ
す
」
の
意
が
生
じ
て
き
て
、「
し
る
す
」の
意
を
表
す「
験
」と
類
義
語
と
な
っ
て
お
り
、「
し
る
し
。
効
験
」
の
意
と
し
て
名
詞
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
い
た
す
。
つ
と
む
」
の
意
よ
り
「
は
た
ら
き
」
の
意
が
生
じ
て
き
て
、「
功
」
と
類
義
関
係
も
成
立
し
て
い
る
。
日
本
の
古
字
書
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
い
て
は
、
動
詞
の
「
ナ
ラ
フ
、
シ
ル
ス
、
イ
タ
ス
」
な
ど
、
名
詞
の
「
シ
ル
シ
」
と
の
訓
が
収
録
さ
れ
て
（
１１
）
い
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
漢
語
「
効
」
を
除
き
、
語
素
「
効
」
に
よ
る
造
語
は
、
近
代
以
前
に
は
、「
効
験
」、「
効
能
」、「
神
効
」
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
果
」
は
、
原
義
が
「
こ
の
み
。
果
実
」
で
名
詞
で
あ
り
、
派
生
の
用
法
に
動
詞
の
「
は
た
す
」
と
、「
果
敢
」
や
「
果
断
」
の
よ
う
な
「
思
い
切
っ
て
物
事
を
行
な
う
さ
ま
」
の
意
を
表
す
の
が
あ
る
。
仏
教
の
世
界
で
は
、「
善
悪
の
報
い
」
や
「
仏
教
の
真
理
を
悟
る
こ
と
。
悟
り
の
境
地
。」
な
ど
の
仏
教
的
意
味
が
生
じ
て
お
り
、「
因
果
」
や
「
果
報
」
な
ど
の
仏
語
は
、
一
般
世
俗
に
も
知
ら
れ
て
い
る
。「
果
敢
」
や
「
果
断
」
な
ど
を
除
き
、
造
語
成
分
と
し
て
実
在
ま
た
は
抽
象
的
な
「
果
実
」
を
表
す
の
が
基
本
的
で
あ
る
。
3.3
「
効
験
」
と
「
効
能
」
に
つ
い
て
「
効
験
」
は
、「
あ
る
物
事
の
結
果
が
現
わ
れ
る
こ
と
。
き
き
め
。
し
る
し
」
の
意
と
し
て
平
安
時
代
よ
り
日
本
語
で
使
用
さ
れ
て
（
１２
）
い
る
。『
文
明
本
節
用
集
』、
十
九
世
紀
以
降
に
成
立
し
た
『
増
廣
字
便
倭
節
用
集
悉
改
大
全
』
に
お
い
て
は
「
効
験
か
う
け
ん
」
と
収
録
し
て
い
て
、
漢
字
の
「
効
」
と
「
験
」
に
は
両
方
と
も
「
シ
ル
シ
」
と
訓
注
し
て
い
る
。
漢
語
「
効
験
」
は
、「
シ
ル
シ
」
の
意
を
表
す
類
義
語
素
「
効
」
と
「
験
」
の
結
合
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
掲
の
通
り
、『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
な
ど
の
英
和
辞
典
に
お
い
て
は
、「
効
験
」
自
体
に
も
「
シ
ル
シ
」
の
ル
ビ
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
明
治
初
期
に
成
立
し
た
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』
に
お
い
て
も
、
以
下
の
よ
う
に
、「
シ
ル
シ
」
と
注
釈
さ
れ
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
（
１３
）
あ
る
。
英
語
（
１４
）
原
書
に
よ
る
と
、
基
本
的
に
「result
」
の
訳
語
に
該
当
（
１５
）
す
る
。
（
五
四
）
英
國
ノ
勢
力
、
日
ニ
長
ズ
ル
首
ト
シ
テ
、
人
民
ニ
自
主
ノ
權
ア
リ
テ
、
又
能
ク
勉
强
ス
ル
ノ
效
驗
（
シ
ル
シ
）
ナ
リ
、（『
西
国
立
志
編
』
二
・
一
、
一
八
七
一
）
T
his
vigorous
grow
th
ofthe
nation
has
been
m
ainly
the
result
of
the
free
energy
of
individuals
（Sam
uel
Sm
iles,
Self-H
elp:
w
ith
Illustrations
of
Character,
Conductand
Perseverance
）
（
五
五
）
甲
ノ
能
ス
ル
人
ノ
方
法
ヲ
用
ナ
バ
、
乙
モ
コ
レ
ト
同
シ
キ
效
験
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（
シ
ル
シ
）
ヲ
得
ベ
シ
、（『
西
国
立
志
編
』
十
・
四
、
一
八
七
一
）
Em
ploy
the
sam
e
m
eans,and
the
sam
e
results
w
ill
follow
.
（ibid.
）
（
五
六
）
凡
ソ
事
原
因
ア
レ
バ
、
必
ズ
ソ
ノ
效
驗
（
シ
ル
シ
）
ア
リ
、
故
ニ
人
民
ノ
品
行
ハ
、
邦
國
百
事
ノ
原
因
ナ
レ
バ
、
ソ
ノ
品
行
ノ
善
惡
ニ
隨
ヒ
テ
、
ソ
ノ
善
惡
ノ
效
驗
ヲ
邦
國
ノ
景
象
ニ
發
ス
ル
ナ
リ
、（『
西
国
立
志
編
』
十
三
・
一
、
一
八
七
一
）
A
nd
as
effectfinds
its
cause,so
surely
does
quality
of
character
am
ongst
a
people
produce
its
befitting
results.
（ibid.
）
（
五
七
）
然
・
反
復
積
累
ス
ル
ト
キ
ハ
、
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ト
成
ル
ナ
リ
、
恰
モ
零
碎
ノ
光
陰
ノ
如
ク
、
又
毎
日
ニ
積
ル
一
小
錢
ニ
似
タ
リ
、
十
二
箇
月
ノ
末
、
或
ハ
一
生
ノ
終
ニ
至
ハ
、
驚
ベ
キ
大
数
ト
ナ
リ
、
重
大
ノ
效
驗
（
シ
ル
シ
）
ヲ
見
ス
ナ
リ
、（『
西
国
立
志
編
』
十
三
・
十
七
、
一
八
七
一
）
T
hey
are
like
the
spare
m
inutes,or
the
groat
a
day,
w
hich
proverbially
produce
such
m
om
entous
results
in
the
course
ofa
tw
elvem
onth,orin
a
lifetim
e.
（ibid.
）
一
方
、「
功
能
」
に
つ
い
て
は
、
語
素
と
し
て
「
功
」
も
「
能
」
も
「
力
」
の
意
を
持
っ
て
お
り
、
前
者
は
「
現
実
的
な
は
た
ら
き
、
努
力
」、
後
者
は
「
潜
在
的
な
能
力
、
才
能
」
と
し
て
い
る
。
上
記
の
「
効
験
」
と
同
様
に
、
類
義
語
素
の
結
合
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
も
の
で
あ
る
。
日
本
語
に
お
い
て
は
、
平
安
時
代
よ
り
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
、
前
掲
の
通
り
、
仏
語
（「
功
能
（
く
の
う
）」）
と
し
て
「
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
は
た
ら
き
」
と
の
意
よ
り
転
じ
て
「
果
報
を
生
む
善
行
」
や
「
功
徳
」
を
表
す
場
合
も
あ
る
。
そ
の
影
響
か
、
ほ
と
ん
ど
プ
ラ
ス
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
記
の
通
り
、「
効
」
と
は
類
義
で
、
発
音
も
相
似
し
て
い
る
た
め
、「
功
能
」
と
「
効
能
」
の
よ
う
に
表
記
を
「
功
」
か
ら
「
効
」
に
置
き
換
え
る
場
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
、「
功
」
と
「
効
」
の
類
義
結
合
に
よ
っ
て
「
功
効
」
と
い
う
漢
語
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、『
西
国
立
志
編
』
に
は
、
下
記
の
よ
う
に
、「
功
効
」
の
用
例
が
あ
り
、
「
効
験
」
と
同
様
に
「result
」
の
訳
語
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
ル
ビ
は
、
一
般
の
訓
読
で
は
な
く
、
音
読
の
「
コ
ウ
ノ
ウ
（
効
能
・
功
能
）」
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
で
は
、「
功
効
」、「
効
験
」
よ
り
「
功
能
」（
効
能
）
の
方
が
知
ら
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
に
、『
西
国
立
志
編
』
に
は
、（
五
九
）
の
よ
う
な
、
ル
ビ
が
付
い
て
い
な
い
「
効
能
」
の
例
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、『
和
英
語
林
集
成
』で
は
、初
版
か
ら「
功
能
」を
収
録
し
て
い
て
、英
語
訳
に「virtue
、
efficacy
、pow
er
（only
ofm
edicine.
）」
と
あ
る
。
（
五
八
）
譬
バ
玻
璃
鏡
ニ
顯
ハ
ル
ヽ
畫
影
ノ
種
々
ニ
變
動
流
移
ス
ル
ガ
如
ク
、
ツ
ヒ
ニ
著
落
セ
ル
實
形
ト
ナ
リ
テ
、
永
續
ス
ル
功
效
（
コ
ウ
ノ
ウ
）
ハ
、
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
、（『
西
国
立
志
編
』
一
・
四
、
一
八
七
一
）
…have
as
little
practical
and
lasting
result
as
the
shifting
ofthe
figuresin
a
phantasm
agoria.
（ibid.
）
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（
五
九
）
コ
ノ
赤
水
ハ
、
極
純
潔
ノ
心
ヲ
以
テ
用
ヒ
サ
レ
バ
、
効
能
ア
ラ
ズ
ト
ゾ
ア
リ
ケ
ル
（『
西
国
立
志
編
』
三
・
三
、
一
八
七
一
）
…to
succeed
w
ith
the
process,it
w
as
necessary
that
the
fluid
should
be
used
“in
greatpurity
ofheart;”
3.4
「
効
果
」
の
語
構
成
上
記
に
よ
れ
ば
、
語
素
「
効
」
に
よ
る
漢
語
「
効
験
」、「
効
能
」（
功
能
）、
「
功
効
」
の
語
構
成
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
並
列
関
係
で
あ
り
、「
効
」
は
、
「
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
結
果
が
現
わ
れ
る
こ
と
。
し
る
し
。
き
き
め
」
の
意
と
し
て
い
る
。
一
方
、「
効
果
」
に
つ
い
て
は
、
語
素
の
「
果
」
は
、
文
字
通
り
「
物
事
の
結
果
」
と
し
て
い
て
、「
効
」
と
は
上
記
の
漢
語
の
語
素
の
よ
う
な
は
っ
き
り
し
た
類
義
関
係
で
は
な
か
ろ
う
が
、
両
者
と
も
「
結
果
」
と
関
わ
る
抽
象
的
な
意
味
と
し
て
い
る
。
前
掲
の
通
り
、「effect
」
の
訳
語
の
中
に
、
語
素
「
効
」
に
よ
る
「
効
験
」、
語
素
「
果
」
に
よ
る
「
結
果
、
成
果
」
が
あ
り
、「
効
」
と
「
果
」
は
、
単
独
で「effect
」（
ま
た
は「effet
」）に
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る「effect
」
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
効
果
」
の
語
構
成
に
つ
い
て
は
、
語
素
「
効
」
と
「
果
」
が
並
列
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
陳
（
二
〇
〇
一
）
な
ど
の
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
類
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
概
念
の
抽
出
に
よ
る
一
種
の
凝
縮
表
現
と
も
捉
え
ら
れ
、
そ
の
結
合
の
時
代
が
比
較
的
新
し
く
、
産
出
量
も
多
く
、
結
合
範
囲
も
よ
り
広
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
構
造
を
持
つ
も
の
と
し
て
、「
理
由
」と
い
う
語
が
挙
げ
ら
れ
る
。「reason
」
の
訳
語
と
し
て
導
入
さ
れ
た
「
理
由
」
は
、
語
構
成
要
素
の
「
理
」
と
「
由
」
が
そ
れ
ぞ
れ
「reason
」
の
意
味
要
素
に
あ
た
る
「principle
（
道
理
・
原
則
）」
と
「cause
（
原
因
・
縁
由
）」
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
両
者
は
修
飾
・
被
修
飾
、
あ
る
い
は
構
文
的
な
関
係
で
は
な
く
、
上
記
の
「
効
」、「
果
」
と
同
様
に
並
列
関
係
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
記
で
は
「
効
果
」
の
反
転
語
「
果
効
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
が
、
同
じ
「effet
」
の
訳
語
と
し
て
、「
効
果
」
も
「
果
効
」
も
用
い
ら
れ
た
の
は
、
同
じ
類
義
語
素
「
効
」
と
「
果
」
の
並
列
に
よ
る
造
語
で
、
語
素
の
反
転
に
よ
る
意
味
的
変
化
が
生
じ
に
く
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
3.5
造
語
の
理
由
新
漢
語「
効
果
」の
造
語
理
由
を
解
明
す
る
に
は
、
当
時
既
存
の
類
義
語「
効
験
」
や
「
効
能
」
と
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
上
記
に
よ
り
、「
効
果
」
は
、「effect
」
の
訳
語
と
し
て
、「
効
験
」
や
「
効
能
」
と
同
様
に
並
列
関
係
の
語
構
成
で
あ
り
、
そ
し
て
語
素
「
効
」
が
共
通
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
差
異
は
語
素
「
果
」
よ
り
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
前
記
の
通
り
、「cause
and
effect
（
因
果
）」
の
「effect
」（『
モ
リ
ソ
ン
英
華
字
典
』）、「thatw
hich
is
produced
by
a
cause
（
あ
る
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
る
結
果
）」（『
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
英
華
字
典
』）
が
「effect
」
の
基
本
的
な
意
味
で
、「
効
（
功
）」、「
験
」、「
能
」
に
比
べ
、「
結
果
」
の
意
を
表
す
語
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素
「
果
」
の
方
が
、
そ
の
本
義
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
「effect
」
の
造
語
に
つ
い
て
は
、「
結
果
」
の
意
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
の
が
そ
の
最
大
の
要
因
で
、
明
治
以
降
、「
原
因
」、「
結
果
」、
お
よ
び「
因
果
関
係
」
の
概
念
の
普
及
が
そ
の
遠
因
と
み
ら
れ
る
。
3.6
「
結
果
」、「
成
果
」
と
の
使
い
分
け
日
本
語
に
お
け
る
「
効
果
」、「
結
果
」、「
成
果
」
は
、
由
来
や
造
語
法
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
（
１６
）
い
る
の
だ
が
、
い
ず
れ
も
「effect
」
や
「result
」
な
ど
の
訳
語
と
し
て
近
代
に
成
立
し
た
漢
語
、
い
わ
ゆ
る
新
漢
語
で
、
原
因
・
結
果
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、「
結
果
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、「
効
果
」
が
登
録
さ
れ
た
近
代
的
国
語
辞
典
『
辞
林
』
に
「
或
原
因
が
或
所
縁
に
催
（
モ
ヨ
ホ
）
さ
れ
て
、
發
生
若
し
く
は
到
達
し
た
る
状
態
又
は
終
極
。
な
り
あ
が
り
。
は
て
。
で
き
。」
と
あ
り
、「
効
果
」
の
「
き
あ
が
り
、
し
あ
げ
」
と
共
通
し
て
い
る
が
、
語
素
「
効
」
に
よ
る
「
き
き
め
、
し
る
し
」、「
て
が
ら
、
い
さ
を
」
の
意
は
な
い
。
そ
れ
を
以
て
、
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、「
結
果
」
が
基
本
的
に
単
な
る
結
果
を
さ
す
こ
と
に
対
し
て
、「
効
果
」
は
、「
望
ま
し
い
結
果
」、「
よ
い
結
果
」
を
表
す
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
日
本
語
に
あ
ら
わ
れ
た
当
初
、
前
掲
の
「
原
因
効
果
」
な
ど
の
よ
う
に
、
単
な
る
「
結
果
」
と
し
て
い
る
の
が
多
く
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ス
の
意
味
に
片
寄
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、「
き
き
め
、
し
る
し
」
を
表
す
「
効
」
が
影
響
を
与
え
て
い
る
ほ
か
に
、「
結
果
」
の
定
着
に
よ
っ
て
、「
効
果
」
の
単
な
る
結
果
の
意
味
を
担
う
需
要
性
が
低
下
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、「
結
果
」
を
語
基
と
し
た
「
好
結
果
」
と
い
う
造
語
が
あ
り
、
文
字
通
り
「
好
い
結
果
、
好
ま
し
い
結
果
」
の
意
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、「
結
果
」
が
単
な
る
結
果
の
意
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
で
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
「
好
果
」
と
い
う
語
が
あ
り
、「
好
結
果
」
と
同
様
に「
好
い
結
果
」の
意
と
し
、「
効
果
」と
は
同
音
類
義
語
と
も
言
え
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
用
例
を
確
認
し
た
限
り
、
一
八
七
〇
年
代
後
期
に
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、「
効
果
」
に
由
来
し
た
可
能
性
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
（
六
〇
）
危
険
を
冒
し
て
遂
に
非
常
の
好
結
果
（
カ
ウ
ケ
ッ
ク
ヮ
）
を
得
て
よ
り
、
又
船
を
買
ひ
増
し
人
を
僦
（
や
と
）
ひ
（〈
幸
田
露
伴
〉『
露
団
々
』、
一
八
八
九
）
（
六
一
）
苟
も
保
守
の
精
神
な
き
時
は
、
縦
ひ
如
何
な
る
善
美
の
改
良
政
治
に
て
も
、
之
を
保
維
し
て
其
好
果
を
受
用
す
る
事
能
は
ざ
る
者
な
り
（〈
福
地
桜
痴
〉「
漸
進
主
義
」、
一
八
七
九
）
（
六
二
）
之
れ
を
改
革
す
る
に
当
て
仮
令
ひ
奇
計
を
用
う
と
も
好
果
を
得
ん
こ
と
疑
ひ
な
し
（〈
矢
野
龍
渓
〉『
経
国
美
談
』
前
・
一
五
、
一
八
八
三
〜
八
四
）
一
方
、
漢
語
「
成
果
」
は
、「
効
果
」
と
同
様
に
よ
い
結
果
（
１７
）
の
意
を
表
す
も
の
で
、「
効
果
」
に
対
し
て
は
、「
結
果
」
以
上
の
類
義
的
存
在
と
さ
れ
て
（
１８
）
い
る
。
ま
た
、「
成
果
」は
、『
モ
リ
ソ
ン
英
華
字
典
』に「the
resultin
a
future
state
is
the
成
果form
ation
ofthe
fruit
」
と
あ
り
、『
附
音
挿
図
英
和
字
語
彙
』
や
『
哲
学
字
彙
』
に
は
「Product
成
果
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
果
実
」
や
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「
成
（
１９
）
果
物
」
の
意
と
な
っ
て
お
り
、
実
物
を
さ
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
効
果
」
は
、
抽
象
的
な
「
結
果
」、
い
わ
ゆ
る
「
影
響
」
を
さ
す
の
が
基
本
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
両
者
の
最
大
の
相
違
点
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、「
効
果
」
は
、
さ
ら
に
「（
演
劇
、
映
画
、
テ
レ
ビ
な
ど
に
お
け
る
）
演
出
効
果
」
と
い
う
独
自
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
前
掲
の
『
井
上
英
和
大
辞
典
』
に
「effect,
観
者
、
聴
者
等
に
興
へ
る
印
象
、
人
に
及
ぼ
す
感
動
」
と
あ
り
、「effect
」
に
由
来
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
語
に
お
い
て
は
、
二
十
世
紀
以
降
に
普
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
（
六
三
）
新
語
「
舞
台
効
果
（
ブ
タ
イ
カ
ウ
ク
ヮ
）
脚
本
を
舞
台
に
の
せ
た
上
の
効
果
」（〈
大
町
桂
月
・
高
木
斐
川
〉『
和
漢
大
辞
典
』、
一
九
一
九
）
（
六
四
）
歌
舞
伎
芝
居
の
舞
臺
的
効
果
（〈
高
洲
豊
水
〉『
東
京
商
品
界
』
第
一
巻
、
一
九
二
二
）
（
六
五
）
二
月
二
十
一
日
電
燈
照
明
の
色
彩
的
効
果（〈
竹
内
正
男
〉『
三
百
六
十
五
日
の
商
略
』
上
巻
、
一
九
二
三
）
四
お
わ
り
に
こ
の
よ
う
に
、
上
記
の
考
察
に
よ
っ
て
、
漢
語
「
効
果
」
の
成
立
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
し
た
。
「
効
果
」
は
、
漢
籍
や
仏
典
に
出
典
の
な
い
、
近
代
に
成
立
し
た
漢
語
で
あ
り
、
一
八
七
〇
年
代
に
『
万
法
精
理
』
を
代
表
と
し
た
法
律
関
係
の
和
訳
洋
書
に
お
い
て
英
語
「effect
」
な
ど
の
翻
訳
に
あ
た
り
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「effect
」
の
「thatw
hich
is
produced
by
a
cause
（
あ
る
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
た
る
結
果
）」
と
の
本
義
、
お
よ
び
「cause
（
原
因
）」
と
の
関
係
（「
因
果
関
係
」）
を
表
現
す
る
た
め
に
、「
結
果
」
の
意
を
表
す
語
素
「
果
」
と
従
来
の
「
効
験
」
な
ど
の
訳
語
を
表
す
こ
と
の
で
き
る
語
素
「
効
」
を
並
列
関
係
で
結
合
さ
せ
、
新
し
い
訳
語
と
し
て
造
出
さ
れ
た
。
の
ち
に
、「
結
果
」
が
「（
単
な
る
）
結
果
」
の
意
を
表
す
漢
語
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
効
果
」
は
、
主
と
し
て「
あ
る
働
き
か
け
に
よ
っ
て
現
れ
る
結
果
。
き
き
め
。
し
る
し
」
の
意
を
表
す
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
基
本
的
に「
望
ま
し
い
結
果
。
好
い
結
果
」
を
表
し
、「
結
果
」
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
二
十
世
紀
以
降
、『
辞
林
』
の
登
録
を
代
表
と
し
て
日
本
語
と
し
て
完
全
に
定
着
し
た
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「effect
」
の
影
響
に
よ
り
、「
演
出
効
果
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
は
、
言
語
生
活
上
の
重
要
な
語
と
な
っ
て
常
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
効
果
」
の
よ
う
な
、
対
象
概
念
の
意
味
要
素
を
表
す
語
素
の
結
合
に
よ
る
翻
訳
造
語
の
ほ
か
の
個
体
の
収
集
や
、「
効
果
」
の
「
功
果
」、「
好
果
」
と
の
関
係
の
解
明
な
ど
の
課
題
は
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
、
今
後
更
な
る
研
究
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
注
（
１
）
『
新
明
解
国
語
辞
典
』・「
あ
と
が
き
」・「
重
要
語
」
参
照
。
（
２
）
幕
末
・
明
治
以
降
、
西
洋
の
文
物
や
概
念
の
大
量
移
入
に
伴
っ
て
、
日
本
語
に
お
い
て
急
激
に
増
加
し
た
漢
語
を
さ
す
。
そ
れ
以
前
に
日
本
の
古
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典
や
仏
典
仏
書
に
用
い
ら
れ
た
「
旧
漢
語
」
に
対
し
て
い
う
。
（
３
）
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
四
冊
（
本
緣
部
下
）
第
一
九
二
号
（『
仏
所
行
讃
』）三
八
ペ
ー
ジ
の
脚
注
十
五
に
よ
り
、「
受
持
我
所
說
、
見
我
功
果
成
」
の
「
功
果
」（
高
麗
版
底
本
）
が
、
校
合
の
対
象
と
な
っ
た
宋
・
元
・
明
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
印
刷
さ
れ
た
三
つ
の
木
版
大
蔵
経
で
は
、「
功
徳
」
と
な
っ
て
い
る
。
（
４
）
『
万
法
精
理
』・
凡
例
に
「
今
重
譯
ス
ル
所
ノ
書
ハ
即
チ
佛
書
ヲ
英
文
ニ
飜
譯
シ
テ
ル
モ
ニ
テ
千
七
百
六
十
八
年
蘇
格
蘭
ノ
都
府
伊
丁
堡
ニ
於
ヲ
刊
行
セ
ル
第
四
章
版（T
he
spiritoflaw
s:translated
from
the
French
of
M
.
de
Secondat,
Baron
de
M
ontesquieu.
V
olum
e
I,
T
he
Fourth
Edition.Edinburgh,1868
）
ノ
古
本
ニ
係
ル
」
と
あ
る
。
（
５
）T
he
spirit
of
law
s:
Charles
Louis
de
Secondat,
Baron
de
M
ontesquieu,T
he
Com
plete
W
orks
ofM
.de
M
ontesquieu
,In
FourV
olum
es.V
olum
e
the
First.London
1777.
使
用
。
（
６
）
本
稿
で
はPrinciplesofthe
CivilCode
:Jerem
y
Bentham
,T
he
W
orks
ofJerem
y
Bentham
,vol.1.Edinburgh
（1838-1843
）
を
参
照
し
た
。
（
７
）
陳
力
衛
（
二
〇
一
二
）「
英
華
辞
典
と
英
和
辞
典
と
の
相
互
影
響
―
２０
世
紀
以
降
の
英
和
辞
書
に
よ
る
中
国
語
へ
の
語
彙
浸
透
を
中
心
に
―
」。
陳
（
二
〇
一
七
）
の
指
摘
よ
り
。
（
８
）
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
卷
第
三
章
の
題
名
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
五
に
文
部
省
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
『
仏
蘭
西
法
律
書.：
民
法
』
に
は
「
契
約
ノ
義
務
ノ
効
」
と
あ
り
、
一
八
八
六
に
博
聞
社
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
『
仏
蘭
西
法
律
書
増
訂
上：
憲
法
民
法
』
に
は
「
義
務
ノ
効
」
と
あ
る
。
（
９
）N
ugent’s
pocket
dictionary
of
the
French
and
English
languages.
一
八
七
一
年
に
成
立
し
た
岡
田
好
樹
訳
『
官
許
仏
和
辞
典
』
が
こ
の
仏
英
辞
書
の
一
八
六
二
版
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
。
本
稿
で
は
一
八
四
七
年
版
を
参
照
と
し
て
い
る
。
（
１０
）
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』（
堀
）：
和
語
六
三
・
五
％
、
漢
語
三
六
・
五
％
；
旧
漢
語
七
二
・
四
％
、
新
漢
語
二
七
・
六
％
、『
和
英
語
林
集
成
』
初
版
（
ヘ
ボ
ン
）：
和
語
七
三
・
〇
％
、
漢
語
二
七
・
〇
％
；
旧
漢
語
八
九
・
一
％
、
新
漢
語
一
〇
・
九
％
、『
附
音
挿
図
和
訳
英
字
彙
』（
島
田
）：
和
語
二
八
・
二
％
、
漢
語
七
一
・
八
％
；
旧
漢
語
四
五
・
三
％
、
新
漢
語
五
四
・
七
％
。
森
岡
健
二
（
一
九
六
九
）『
近
代
語
の
成
立
－
語
彙
編
－
』
第
八
章
。
森
岡
健
二
『
改
訂
近
代
語
の
成
立
―
語
彙
編
―
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
一
）
に
よ
る
。
（
１１
）
『
字
通
』（
平
凡
社
、
一
九
九
六
）
参
照
。
・
（
１２
）
「
頗
雖
驚
目
、
於
事
有
効
験
、
挙
達
如
件
」。（『
貴
嶺
問
答
』、
一
一
八
五
〜
九
〇
頃
）
（
１３
）
「
コ
レ
皆
許
多
ノ
人
ノ
勉
力
智
思
ニ
由
リ
テ
現
出
セ
ル
結
菓
（
ミ
ノ
リ
）
效
験
（
デ
キ
バ
ヒ
）
ナ
リ
」（『
西
国
立
志
編
』
二
・
五
）
で
は
、「
デ
キ
バ
ヒ
」
と
訓
注
し
て
い
る
。
（
１４
）Sam
uel
Sm
iles,
Self-H
elp:
w
ith
Illustrations
of
Character,
Conduct
and
Perseverance,
1867.
本
稿
で
はSam
uel
Sm
iles,
Self-H
elp:
w
ith
Illustrations
of
Character,
Conduct
and
Perseverance,N
ew
Y
ork,1871.
を
参
照
し
た
。
（
１５
）
「
欣
然
ト
シ
テ
楽
メ
ル
人
ハ
、
事
ヲ
為
ス
ニ
力
ア
リ
テ
、
必
ズ
ソ
ノ
効
験
ヲ
見
ル
ベ
シ
（T
he
m
osteffective
w
ork,also,isusually
the
full
-hearted
w
ork-that
w
hich
passes
through
the
hands
or
the
head
ofhim
w
hose
heartisglad.
）」（『
西
国
立
志
編
』
十
二
・
十
八
）
で
は
、「effective
w
ork
」
の
訳
語
に
該
当
す
る
。
（
１６
）
「
結
果
」
は
、
中
国
の
白
話
小
説
や
英
華
字
典
に
出
典
が
あ
り
、
中
国
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語
の
借
用
に
該
当
す
る
。「
成
果
」
は
、『
モ
リ
ソ
ン
英
華
字
典
』
に
「PRED
EST
IN
ED
and
the
resultin
a
future
state
is
the
成
果
form
ation
ofthe
fruit
」
と
あ
っ
て
、
そ
し
て
、『
道
訳
法
児
馬
（
長
崎
ハ
ル
マ
）』（
一
八
一
六
〜
三
三
）
に
「U
itslag.
成
リ
果
」
と
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
「Issue
成
リ
果
」
や
「result
成
果
」
と
あ
り
、
中
国
語
の
借
用
か
、
和
語
の
音
読
に
よ
る
造
語
と
み
ら
れ
る
。
（
１７
）
最
初
の
国
語
辞
典
登
録
と
し
て
、
金
田
一
京
助
『
明
解
国
語
辞
典
』
に
は
「
で
き
あ
が
っ
た
結
果
」
と
あ
り
、
現
代
で
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
「
な
し
え
た
結
果
。
で
き
ば
え
」
と
あ
り
、『
大
辞
林
』
第
三
版
に
は
「
な
し
と
げ
た
結
果
。
で
き
あ
が
っ
た
よ
い
結
果
」
と
あ
り
、『
新
明
解
国
語
辞
典
』
第
六
版
に
は
「
そ
の
目
的
、
よ
い
結
果
」
と
あ
る
。
（
１８
）
『
分
類
語
彙
表
』
増
補
改
訂
版
（
二
〇
〇
四
）・「1.1112
因
果
」
参
照
。
（
１９
）
「
燃
焼
ノ
成
果
物
（Productof
com
bustion
）」（〈
水
谷
叔
彦
〉『
軍
艦
機
関
計
画
一
斑
』
巻
ノ
四
、
一
八
九
九
）
参
考
文
献
黄
河
清
『
近
現
代
辞
源
』、
上
海
辞
出
版
社
、
二
〇
一
〇
佐
藤
亨
『
幕
末
・
明
治
初
期
漢
語
辞
典
』、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
陳
力
衛
「
な
ぜ
日
本
語
の
「
気
管
支
炎
」
か
ら
中
国
語
の

支
気
管
炎

へ
変
わ
っ
た
の
か
」、『
日
中
語
彙
研
究
』
第
六
号
、
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
編
纂
所
、
二
〇
一
七
―
―
『
和
製
漢
語
の
形
成
と
そ
の
展
開
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』、
小
学
館
、
二
〇
〇
二
森
岡
健
二
『
改
訂
近
代
語
の
成
立
語
彙
編
』、
明
治
書
院
、
一
九
九
一
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
＆
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
http://database.
asahi.com
/index.shtm
l
、
朝
日
新
聞
、
二
〇
一
七
年
六
月
参
照
英
和
對
譯
袖
珍
辭
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
http://library.rikkyo.ac.jp/
digitallibrary/shuchinjisho/contents/con_01.htm
l
、
立
教
大
学
、
二
〇
一
七
年
六
月
参
照
近
代
數
位
資
料
庫
（M
orden
H
istory
D
atabases
）
英
華
字
典
資
料
庫
http://m
hdb.m
h.sinica.edu.tw
/dictionary/enter.php
、
台
湾
中
央
研
究
院
、
二
〇
一
七
年
六
月
参
照
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
http://w
w
w
.w
ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki
/index.htm
l
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
二
〇
一
七
年
六
月
参
照
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
http://dl.ndl.go.jp/
、
国
立
国
会
図
書
館
、
二
〇
一
七
年
六
月
参
照
語
料
庫
在
線
古
代
漢
語
語
料
庫
http://w
w
w
.cncorpus.org/A
Cindex.
aspx
、
中
国
教
育
部
言
文
字
用
研
究
所
、
二
〇
一
七
年
六
月
参
照
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
Lib
http://japanknow
ledge.com
/library/
、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
、
二
〇
一
七
年
六
月
参
照
『
増
廣
字
便
倭
節
用
集
悉
改
大
全
』
http://hdl
、handle
、net/2309/
105948
、
東
京
学
芸
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
、
二
〇
一
七
年
六
月
参
照
太
陽
コ
ー
パ
ス
Ｃ
Ｄ－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
国
立
国
語
研
究
所
、
二
〇
〇
五
中
央
研
究
院
漢
籍
電
子
文
獻
漢
籍
全
文
資
料
庫
http://hanchi.ihp.sinica.
edu,tw
/ihp/hanji,htm
、
台
湾
中
央
研
究
院
、
二
〇
一
七
年
六
月
参
照
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
http://w
w
w
ap.hi.u-tokyo.ac.jp/
ships/shipscontroller
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
一
七
年
六
月
参
照
北
京
大
学
中
国
語
言
学
研
究
中
心
語
料
庫
検
索
系
統
http://ccl.pku.edu.
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cn:8080/ccl_corpus/index.jsp?dir=gudai
、
北
京
大
学
中
国
言
学
研
究
中
心
、
二
〇
一
七
年
六
月
参
照
明
六
雑
誌
コ
ー
パ
ス
Ｃ
Ｄ－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
国
立
国
語
研
究
所
、
二
〇
一
二
読
売
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
https://database.yom
i
uri.co.jp/rekishikan/
、
読
売
新
聞
、
二
〇
一
七
年
六
月
参
照
和
英
語
林
集
成
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
http://w
w
w
.m
eijigakuin.ac.
jp/m
gda/w
aei/
、
明
治
学
院
大
学
図
書
館
、
二
〇
一
七
年
六
月
参
照
H
athiT
rustD
igitalLibrary
https://w
w
w
.hathitrust.org/
、
二
〇
一
七
年
六
月
参
照
Internet
A
rchive
https://archive.org/.archive.org
、
二
〇
一
七
年
六
月
参
照
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
二
〇
一
五
版
http://
21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SA
T
/satdb2015.php
、大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
（
Ｓ
Ａ
Ｔ
）、
二
〇
一
七
年
六
月
参
照
（
す
う
ぶ
ん
く
ん
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
在
学
生
）
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